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１ はじめに

平成１８年４月，日本海の竹島周辺海域で当部が海

洋調査を計画したことに対して韓国が猛反発した経

緯は記憶に新しいところである．当時は，この問題

をめぐり両国政府が外務次官級協議を行い，妥協案

として，韓国は平成１８年６月の国際会議でこの海域

の海底地形について韓国名を登録する提案を取り止

める代わりに，日本も当該海域での海洋調査を当面

は実施しないということで決着した．しかしなが

ら，両国が調査海域で衝突するという最悪の事態は

回避されたものの，日本海における領有権問題が残

されたままで，この問題が再燃する火種はくすぶっ

たままである．この事案を通じて，海図に記載され

ている海底地形名がマスコミを媒体に国民の注目を

集めた事実を踏まえながら，当部が過去４０年余りに

わたり蓄積してきた海底地形名称等に関する貴重な

財産を再活用するための研究が求められた．

２ 背景

国際的な海底地形名の標準化を目的に，海洋情報

部では，昭和４１年２月に第１回「海洋地名打合せ会」

（参加機関は，文部省，水産庁，気象庁，東大海洋研，

日本学術会議，日本地理学会，日本海洋学会，日本

水産学会，水路部）を開催し，１５件の海底地名を決

定した．以後，参加機関の変更等はあったが第２４回

「海洋地名打合せ会」（平成９年１１月）までに国内に

おいて１，１１８件の海底地形名を決定した．また，こ

れを継承する形で第１回「海底地形の名称に関する

検討会」（平成１３年３月）を開催し，今年度の第５

回「海底地形の名称に関する検討会」（平成１９年４

月１９日）までに計６６件を決定した．これらの成果は，

各会議毎の資料として取りまとめられているが，と

くに古い昭和４０～５０年代の資料については，昨今の

至急の問い合わせに対して，必ずしも早急に対応で

きる形式にはなっていない．そこで，これらの海底

地名が海図等に記載された経緯等を整理するための

調査・研究を行い，関連する問い合わせ等にも的確

に対応できる体制を整備するための研究が求められ

た．

３ 研究の概要

これまでに「海洋地名打合せ会」（計２４回）及び

「海底地形の名称に関する検討会」（計５回）で決定

されている約１，２００件の海底地形名称について整理

し，これの個別名称ごとの付与経緯及び社会的な位

置付けについての調査・研究を行った．また，これ

らの全個別海底地形名称について，GEBCOに登録

の有無，日本海図に表示の有無等をそれぞれについ

て調査するとともに，今後のGEBCOへの地名登録

申請等に際しての基礎的な判断材料に資するための

研究とともに，海図編集のみならず海底地形に関す

る対外的な問題等に適切に対処するための資料とし

て，IT技術を利用するなどの付加価値を付けて再活

用するための研究を行った．また，本研究のまとめ

として，これまでに決定している全ての国内の海底
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地形名と我が国が整備すべきと思料する区域内にお

けるGEBCO登録地名に関係する各海底地形名称と

当該海底地形図画像との照合が容易に可能な「海底

地形名称検索システム」を開発したので報告する．

なお，その具体的な内容を後段にまとめているので

参照されたい．

４ 国内で決定された海底地形名称

４．１ 第１回海洋地名打ち合わせ会について

それまでの測量成果により，日本近海に発見され

た海山等を水路図誌に記載する目的で，関係する学

識経験者等の意見をうかがうこととした．また，基

本方針として，当時の各国の文献等による命名の実

例を参考にし，大地形（海盆，海溝等）については

地理的名称を，小地形（海淵，海山，堆等）につい

ては船名または人名，やむなくばコードナンバーを

付与するということから，これに準じて命名するこ

ととした．以下に，当時の会議の概要を示す．

日時 昭和４１年２月３日 １３：３０～１６：３０

場所 海上保安庁水路部会議室

出席 文部省，水産庁，気象庁，東大海洋研究所，

日本学術会議地球物理研究連絡委員会，同会

議地理研究連絡委員会，日本地理学会，日本

海洋学会，日本水産学会，海上保安庁水路部

１ 個別の海底地形名称の決定の経過について

襟裳海山 地理的名称を付与するか，船名を付与す

るかで議論になったが「凌風」と「拓洋」がともに

精測しており，判定に困難な面があったため，地理

的名称を採用し『襟裳海山』と決定された．

なお，ソ連観測船がはじめて地形を確認した記録

もあり，その名称が既に使用されているので「シソ

エフ海山」という名称を別名として付け加えること

に決まった．

第１表 第１回海洋地名打ち合わせ会における海底
地形命名の実例と原則

Table１ Standards and examples of naming un-
dersea features proposed in the first ex-
pert meeting in１９６６.

第２表 第１回海洋地名打ち合わせ会における海底
地形の命名結果

Table２ Names of undersea features decided in
the first meeting.
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第１図 当時の『襟裳海山』の海底地形図
Fig.１ Bathymetric chart of Erimo Seamount pre-

sented in the first meeting.

拓洋第１海山 「駒橋」が最初の発見であるが，「拓

洋」が精測しており，また「駒橋」はすでに他に付

与されているので「拓洋」を採用し『拓洋第１海山』

と決定された．

凌風第２海山 発見，精測した船がともに「凌風」

なので，「凌風」の名称をとることに問題はなく『凌

風第２海山』と決定された．

こうして，第１回海洋地名打ち合わせ会では『凌

風海山』，『拓洋第２海山』，『拓洋第３海山』，『駒橋

第３海山』，『膠州海山』，『第１紀南海山』，『第２紀

南海山』，『駒橋第２海山』，『北見大和堆』等の各海

底地形名称を決定した．

４．２ 海底地形名称の過去の公表方法

決定した海底地形名は，昭和４０年代後半から５０年

代前半にかけては，水路通報（Notices to Mariners）

（第２図～第３図 参照）で公表し，その後は，海の

基本図，海図等で公表されている．

５ GEBCOに登録された海底地形名称について

「海底地形名に関するGEBCO小委員会」と「国

連地名専門家グループの海洋及び海底地形作業部

会」が，国連地名会議の決議にしたがって，海底地

形名の標準化を推進する目的で協同作成した，「海

底地形名の標準化」（B-6 Standardization of Under-

sea Feature Names）では，以下の項目についてのガ

イドラインが示されている．

（１）海底地形名の提案様式

（２）海底地形名標準化の指針

（３）海底地形命名の原則

（４）海底地形用語と定義

なお，２００７年６月現在のGEBCOに登録されてい

る海底地形名称は，全世界で約３，４００件にのぼる．

６ 今後の海底地形名称情報の整理方法

国内での決定地名とGEBCOの登録地名との整合

性を考慮しつつ，海底地形名称情報の整理方法を検

討するとともに，従来の帳票管理から個別の海底地

形画像を付与したデジタル管理への移行について考

察する．

第３図 水路通報の付図
Fig.３ An appended chart for explanation of un-

dersea feature names in Notices to Mari-
ners.

第２図 昭和４０年代の海底地形名称の水路通報によ
る公表

Fig.２ Publication of undersea feature names with
Notices to Mariners in１９７０s.
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６．１ 整備する海底地形名称の区域について

大洋水深総図（GEBCO）第５版で日本が編集を

担当した『５．０６図』が包含する０°～４６°４０′N，９０°E

～１８０°Eの範囲を本研究で整理する区域とした．

（第４図 参照）

６．２ 国内で決定した海底地形名称のデータ内容

帳票形式での管理形態は，以下のとおりである．

（第５図 参照）

第４図 GEBCO（１/１，０００万）索引図
Fig.４ Index map of GEBCO chart series on a

scale of１:１０million.

第５図 国内で決定されている海底地形名称のデータ内容
Fig.５ Detailed contents attributed to undersea feature names decided in the expert meetings.
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６．３ GEBCOに登録されている海底地形名称の

データ内容

帳票形式での管理形態は，以下の第６図のとおり

である．

６．４ 個別の海底地形名称に対応する新たな付図

画像の作成

国内の決定地形名称（約１，２００件）及びGEBCO

の登録地形名称（約４５０件）の各個別海底地形図を効

率よく作成する方法を検討した．

１ 既存の海底地形図画像の活用

個別の海底地形画像は，それぞれの地形のもつ大

きさに合わせるため，基本的に次の縮尺別による５

種類（１／５万，１／２０万，１／５０万，１／１００万，１／

３００万）の『海の基本図』，『水路１２０周年記念図（１

／２５０万）』及 び『GEBCO５．０６図（１／１，０００万）』

から切り出して使用した．また，一部は，海図から

も採用した．

第６図 GEBCOに登録されている海底地形名称のデータ内容
Fig.６ Detailed contents attributed to undersea feature names registered to the GEBCO project.
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第７図 海底地形図の索引図
Fig.７ Index map of bathymetric charts used in developing the undersea feature name database.

第８図 縮尺別の海底地形図の内容
Fig.８ Examples of bathymetric charts used in the database.
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２ 既存の海底地形図が無い区域の付図画像の作成

該当する海底地形図の存否を探索することとし，

適切な海底地形図が存在しない場合は，水深データ

を使用して海底地形図を描画させることとした．

６．５ GEBCOと国内のデータを合わせた海底地

形名称情報の整理方法

各個別の海底地形情報について，国内での決定経

緯やGEBCOに登録の有無などがリンクした形態で

容易に視認できるように，また，逆にGEBCOに登

録の情報から国内での決定経緯がわかるような表示

方法で作成した．（第１０図～第１２図 参照）

第９図 水深データから作成した海底地形図の例
Fig.９ Examples of bathymetric charts newly plotted using depth-sounding data.

第１０図 日本国内で決定されている海底地形名称の表示例
Fig.１０ An example of display image of undersea feature name and its attributes authorized in the expert

meeting.
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第１１図 GEBCOに登録されている海底地形名称の表示例
Fig.１１ An example of display image of undersea feature name and its attributes registered to GEBCO.

第１２図 日本国内で決定されGEBCOにも登録されている海底地形名称の表示例
Fig.１２ An example of display image of undersea feature name and its attributes authorized in the expert

meeting and also registered to GEBCO.
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７ 海底地形名称検索システムについて

７．１ システムの概要

本システムは，Web技術を利用しているため，

ネットワーク環境に接続した複数のPCからアクセ

スし，必要な海底地形名称の検索・表示をすること

ができる構成になっている．

１ Webサーバ動作環境

Webサーバプログラム（Appach, ANHTTPD, IIS

等）が組み込まれ，Perlプログラム言語によるCGI

が利用できる環境が必要である．

２ CGIプログラム構成

CGIプログラムは，１）検索プログラム，２）地名

詳細表示プログラム，３）地名ファイル管理プログ

ラムの３つのプログラムから構成されており，開発

言語には，Perlを使用している．

１）検索プログラム

本プログラムは，地名の検索表示プログラムであ

る．検索メニューから検索対象ファイル（日本国内

決定地名，GEBCO登録地名），地名の先頭のアル

ファベット文字，地名決定時の会議名，地形の種類

（日本国内地名の分類，GEBCOの分類），検索区域

（緯度経度指定の範囲）の検索条件を指定し，検索条

件に合致した地名を表示する．また，検索条件を指

定しない時は全ての情報が表示される．なお，複数

の検索条件を指定した場合，全ての条件を満足する

地名の表示（AND），或いは，いずれかの条件を満

足する地名の表示（OR）のどちらか一方の検索条件

を指定して検索することができる．

２）地名詳細表示プログラム

本プログラムは，各地名の詳細な情報を表示する

プログラムである．１）検索プログラムによって表

示された検索表示画面から任意の地名の詳細情報を

表示する．なお，日本国内決定地名とGEBCO登録

地名は，画像ファイルを共有していて，画像ファイ

ルが一致する日本国内決定地名とGEBCO登録地名

は，同一画面に詳細内容を表示する．

３）地名ファイル管理プログラム

本システムの管理プログラムで，地名ファイルの

追加，変更等をメニューから行うための地名ファイ

ル管理プログラムである．本プログラムは，パス

ワードによってアクセスが制限され，パスワードを

知っている管理者のみがアクセス可能になってい

る．

３ データベース構成

データベースは，日本国内決定地名ファイルと

GEBCO登録地名ファイルから構成されている．ま

た，ファイル形式はXMLで，両ファイルは，地名画

像ファイルを共有し，地名画像ファイル名から相互

に検索することができるようになっている．

１）日本国内地名ファイル

地名一点ごとに ID番号を付与し，下記タグに

よってファイルしている．

・<gjpnam id＝“ID番号”> 一地名毎のタグで ID番

号属性タグを持っている．

<jname>地名

<roma> ローマ字読み

<meet> 地名会議名

<mdat> 地名会議日付

<kind> 地名種類

<mpid> 図形画像名

<jpos> 地名位置

<pcod> 区域コード

<chart> 関係海図

<jhis> 地名概要

<dep> 水深

<jref> 参考

</gjpnam>

【データ構造例】

<geographic_japan>注：日本国内決定地名データ

ベース名タグ

<gjpnam id＝“１”>

<jname>襟裳海山</jname>

<roma> Erimo Seamount </roma>

<meet>第１回海洋地名打合会</meet>

<mdat>１９６６-０２</mdat>
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<kind> Smt２</kind>

<mpid>０１００１</mpid>

<jpos>４０-５４-００N１４４-５７-００E </jpos>

<pcod>２０７</pcod>

<chart>１０３５,１００９,６３１１,６３１２,１００４B <

/chart>

<jhis>ソ連観測船が初めて地形を確認した記

録があり，......</jhis>

<dep>３７３５m </dep>

<jref >地理的名称</jref>

<gjpnam id＝“２”>......

</gjpnam>......

</geographic_japan>

２）GEBCO登録地名ファイル

地名一点ごとに ID番号を付与し，下記タグに

よってファイルしている．

・<geonam id＝“ID番号”> 一地名毎のタグで ID

番号属性タグを持っている．

<gname>地名

<type> 地名種類

<mpid> 図形画像名

<gpos> 地名位置

<gref> 関係GEBCO図

<ghis> 地名履歴

<remark>参考

</geonam>

【データ構造例】

<geographic_gebco>注：GEBCO登録

地名データベース名タグ

<geonam id＝“１”>

<gname> Melanesian </gname>

<type> Basin </type>

<mpid>０７０５０</mpid>

<gpos>００-００-００N１６６-００-００E </gpos>

<gref> GEBCO-５．００, GEBCO-５．０６, GEBC

O-５．１０, INT-５２, INT-６０</gref>

<ghis> Basin of the Marshall Ridge

west </ghis>

<remark>１９８４．２Japan </remark>

</geonam>

<geonam id=“２”>......

</geonam>......

<geographic_gebco>

７．２ システムのプロセスチャートについて

本システムの閲覧に関する概要は第１３図，また，

管理に関する概要は第１４図のとおりである．

第１３図 閲覧の流れ図
Fig.１３ Procedures in using the database of undersea feature names.
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８ まとめ

個々の海底地形名称は，著名なものから，ほとん

どその名前が知られていないものまである．また，

各海底地形の大きさは，数百m程度のものから千

kmを超える規模のものまであり，その差はおよそ

１万倍にも達する．それゆえ，本研究で最も労力を

要した点は，約１，５００件に及ぶ海底地形ごとのラス

タ画像の作成であった．とくに，無名に近い海底地

形図画像の作成に際しては，初めに既存の帳票デー

タを頼りに地形の存在する位置や形状を確認するた

めの概略の調査を行い，次に海底地形の大きさや形

状から最適の縮尺の基本図を特定した後，これから

ラスタ画像を作成する手順を踏むことの繰り返しで

あった．しかしながら，こうした地道な労力の積み

重ねが，本研究の最終的な成果品である「海底地形

名称検索システム」において文字情報と画像のリン

クにより個々の海底地形情報の全体像が容易に確認

できるという利便性を高めることにつながった．さ

らに，IT技術を利用して同システムをイントラ上で

閲覧可能にしたことで，緊急的な問い合わせ等でも

求める海底地形情報を素早く入手可能にしたことは

特筆できるとものと考える．

当研究成果は，海図及び海底地形図等の編集資料

としての利用をはじめ，海底地形名に関する対外的

な問題等に適切に対応するための基礎的資料として

活用が期待できるものである．

９ 謝辞

本研究にあたり，海底地形名称に関する諸資料の

借用等で便宜を図っていただいた，航海情報課の高

橋陽蔵氏をはじめ各担当官の皆様に感謝します．

参 考 文 献

「海洋地名打合せ会」（第１回［１９６６年］～第２４回

［１９９７年］）報告書

「海底地形の名称に関する検討会」（第１回［２０００

年］～第５回［２００７年］）報告書

岩淵義郎，上林孝史（１９９１）：大洋水深総図の歴史

と海底地形名についての問題点，「地図」

Vol．２９No.２２８‐３６

Standardization of Undersea Feature Names, IHO-

IOC publication B-６（２００７）

GEBCO５・０６, IHO-IOC publication（１９７９）

「海の基本図」（海上保安庁発行）

第１４図 ファイル管理の流れ図
Fig.１４ Procedures in maintenance of the database.

海洋情報部技報 Vol．２６，２００８

―15―


